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町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
、
乳
児
を
養
育
す
る

保
護
者
に
対
し
、
育
児
用
品
の

購
入
費
な
ど
を
助
成
す
る
大
泉

町
子
育
て
育
児
用
品
購
入
費
等

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

□
対
象
と
な
る
人
　
平
成
　
年
２８

４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
、

町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
１

歳
未
満
の
乳
児
を
養
育
し
、

町
内
に
住
所
を
有
す
る
保
護

者
で
、
町
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と

□
対
象
品
目
　
乳
児
が
出
生
し

た
日
か
ら
１
歳
の
誕
生
日
の

前
日
ま
で
に
、
町
内
の
小
売

店
舗
で
購
入
し
た
乳
児
用
育

児
用
品
（
た
だ
し
、
平
成
　２８

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
　
年
２８

９
月
　
日
ま
で
に
出
生
し
た

３０

　
大
泉
町
子
育
て
育
児
用
品
購
入
費
等
助
成
事
業

子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

が
　
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
り

１０
ま
す
　
現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
（
保
険
証
）
は
、
９
月
　３０

日
限
り
で
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
茶
色

で
９
月
末
日
ま
で
に
特
定
記
録

郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。　

月
１

１０

日
か
ら
は
、
必
ず
新
し
い
保
険

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

を
回
収
し
ま
す
】

□
回
収
期
限
　
　
月
　
日
昌

１１

３０

□
回
収
箱
設
置
場
所
　
役
場
、

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、

町
公
民
館
、
町
公
民
館
南
別

館
、
図
書
館
、
町
民
体
育
館
、

文
化
む
ら
、
い
ず
み
の
杜
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
町
内

の
一
部
の
医
療
機
関

【
被
保
険
者
間
の
負
担
の
公
平
】

　
特
別
な
事
情
（
病
気
や
災
害

な
ど
）
が
な
く
、
国
民
健
康
保

険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に

つ
い
て
は
、
保
険
証
を
窓
口
交

付
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
納
税
状
況
が
改
善
し
な

い
場
合
は
、
医
療
費
が
い
っ
た

ん
全
額
負
担
に
な
る
被
保
険
者

資
格
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
加
入
・
喪
失

の
届
け
出

　
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
す
る

と
き
や
、
資
格
を
喪
失
し
た
と

き
は
、
必
ず
　
日
以
内
に
住
民

１４

課
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
国
民
健
康
保
険
の
加
入
】

　
町
外
か
ら
転
入
し
た
と
き

や
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

や
め
た
と
き
な
ど
は
、
国
民
健

康
保
険
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
税
は
加
入
資
格
が
発
生
し
た

月
の
分
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
】

　
町
外
へ
転
出
し
た
と
き
や
、
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し

た
と
き
な
ど
は
、
国
民
健
康
保

険
の
資
格
を
喪
失
す
る
届
け
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
資
格
喪

失
の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し

て
い
て
も
国
民
健
康
保
険
税
を

請
求
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。ま
た
、
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
で
受
診
し
て
し
ま
う

と
、
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し

た
分
の
医
療
費
を
返
還
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
加
入
や
資
格
喪
失
の
手
続
き

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
住
民
課

（
内
線
１
２
５
）
へ
、
そ
の
ほ
か

の
国
民
健
康
保
険
の
内
容
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
国
保
介
護
課

国
民
健
康
保
険
係
へ
。

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

国
保
介
護
課
　
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

保険証が

新しくなりま
す！
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　町労働者教育委員会で

は、勤労者美術展を１１月

２６日松・２７日掌の２日間、

いずみの杜で開催しま

す。入選された人の中か

ら、各賞が授与されます。

また、出品した人全員に

記念品を贈呈します。勤

労者の皆さんの作品をお

待ちしています。

□募集作品

・絵画…展示パネル（１８０㎝×１２０㎝）に収ま

る程度

・写真…全紙までの作品

・書道…高さ（長さ）２２０㎝までの作品

・手工芸…パネルに展示する作品は、高さ

（長さ）が２２０ｃｍまで。机上展示は特に制

限なし

□応募資格　町内在住の勤労者、または町内

事業所に勤務する勤労者

□申込方法　申込書に必要事項を記入の上、

直接またはＦＡＸ（６３・７９２７）で商工振興

課へ申し込む

□申込期間　９月２６日捷～１０月２１日晶　

（土・日曜日、祝日を除く）

□出品申込書配布場所　商工振興課、いずみ

の杜、町公民館、図書館

□注意事項

・出品作品は未発表のもので、１人１種目に

ついて２点まで出品できます

・作品は、額縁や表装などをして展示ができ

る状態にしてください

※詳しくは、商工振興課（内線１３９）へ。

勤労者美術展作品募集

乳
児
に
つ
い
て
は
、
平
成
　２８

年
　
月
１
日
以
降
の
購
入
品

１０
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

・
お
む
つ
関
連
用
品
（
紙
お
む

つ
、
布
お
む
つ
、
お
む
つ
カ

バ
ー
、
お
し
り
ふ
き
な
ど
）

・
授
乳
関
連
用
品（
粉
ミ
ル
ク
、

哺
乳
瓶
関
連
品
な
ど
）

・
そ
の
他
育
児
用
品
（
離
乳
食

（
加
工
済
み
製
品
と
し
て
販

売
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限

る
）、
ベ
ビ
ー
用
食
器
、
乳
児

用
衣
類
、乳
児
用
寝
具
、だ
っ

こ
ひ
も
、ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
）

・
大
泉
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
る
、
マ
マ
ヘ
ル
プ
事

業
の
利
用
料

□
対
象
外
品
目
　
一
般
的
な
家

庭
用
品
と
し
て
利
用
が
で
き

る
も
の
（
家
電
、
日
用
雑
貨
、

一
般
用
食
器
、一
般
用
食
材
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な

ど
）

□
助
成
金
額
　
乳
児
１
人
に
つ

き
上
限
　
１
万
円
（
税
込
価

格
）

□
申
請
方
法
　
必
要
書
類
な
ど

を
持
参
の
上
、
乳
児
の
１
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
末
日
ま
で

に
子
育
て
支
援
課
の
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

は
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、

乳
児
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

と
な
り
ま
す

□
必
要
書
類
な
ど

・
購
入
し
た
日
、
購
入
し
た
も

の
、
購
入
し
た
金
額
が
わ
か

る
領
収
書
、
ま
た
は
レ
シ
ー

ト
な
ど
の
書
類

・
大
泉
町
子
育
て
育
児
用
品
購

入
費
等
助
成
金
交
付
申
請
書

兼
請
求
書

・
町
税
等
調
査
閲
覧
同
意
書

・
保
護
者
お
よ
び
乳
児
の
住
民

票
の
写
し

・
保
護
者
の
納
税
証
明
書

・
振
込
先
が
確
認
で
き
る
も
の

（
原
則
と
し
て
申
請
者
本
人

名
義
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

・
印
鑑

※
町
税
等
調
査
閲
覧
同
意
書
を

提
出
し
た
場
合
は
、
住
民
票
の

写
し
と
納
税
証
明
書
の
添
付
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
書
類
は
子
育
て
支
援
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp/

）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
子
育
て
支
援
課
へ
。

9月24日松～30日晶は
結核予防週間です

　結核は、風邪によく似た初期症状で、

空気感染で人から人へうつる怖い「感染

症」です。日本では、平成２７年に毎日

５０人が結核を発症しているといわれて

います。結核は、過去の病気ではなく、

現代の病気です。咳や痰が２週間以上続

くようでしたら医療機関に受診しましょ

う。

※詳しくは、健康づくり課（緯５５・２６３２）

へ。

対象の人は

申請しましょ
う！

たくさんのご
応募

お待ちしてい
ます
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大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１
　　　６３・３１１１（内線２１５）

　
町
で
は
、
町
内
の
児
童
生
徒

お
よ
び
そ
の
保
護
者
の
生
活
状

況
な
ど
を
把
握
し
、
本
町
に
必

要
な
事
業
を
検
討
す
る
た
め
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
、「
子

ど
も
の
生
活
」
実
態
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

□
実
施
期
間

・
児
童
生
徒
…
平
成
　
年
２
月

２８

　
日
捷
～
　
日
晶

１５

１９

・
保
護
者
…
平
成
　
年
２
月
　

２８

１８

日
昭
～
　
日
捷

２２

□
調
査
対
象
者
お
よ
び
人
数

・
児
童
生
徒
…
町
内
の
小
学
校

４
年
生
～
中
学
校
３
年
生
ま

で
の
２
１
０
２
人

・
保
護
者
…
町
内
の
小
学
校
１

年
生
～
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
保
護
者
３
０
９
１
人

□
調
査
書
な
ど
配
布
数
、
回
収

数
お
よ
び
回
収
率

・
児
童
生
徒
…
配
布
２
０
７
５

人
、
回
収
１
９
９
０
人
、
回

収
率
　
・
９
％

９５

・
保
護
者
…
配
布
３
０
７
０

人
、
回
収
２
５
８
０
人
、
回

収
率
　
・
０
％

８４

□
分
析
方
法
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
単
純
集
計
を
踏
ま
え
、

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
中
か
ら

い
く
つ
か
の
設
問
を
設
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
設
定
し
た

設
問
に
つ
い
て
ク
ロ
ス
集
計

を
用
い
た
分
析
を
行
い
、「
検

証
」「
結
果
」「
ま
と
め
」
と

し
て
表
記
し
ま
し
た

【
分
析
結
果
か
ら
見
え
て
き
た

課
題
】

□
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る

「
居
場
所
」
を
作
る
こ
と
で
、

子
ど
も
の
情
操
を
育
む
必
要

が
あ
る

□
子
ど
も
の
学
習
支
援

　
無
収
入
や
収
入
の
低
い
世
帯

で
は
、
学
習
支
援
へ
の
参
加

希
望
が
高
く
、
経
済
的
格
差

に
よ
る
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ

た
め
に
、
子
ど
も
の
学
習
支

援
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

□
食
糧
（
食
育
）
支
援

　
子
ど
も
一
人
の
食
事
で
は
経

験
で
き
な
い
、
人
と
の
会
話

を
楽
し
む
食
事
の
場
の
提
供

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る

□
ひ
と
り
親
家
庭
の
就
労
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
は
、
収
入
の

低
い
世
帯
が
多
く
、
子
ど
も

の
生
活
や
学
習
環
境
を
整
え

る
一
環
と
し
て
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
就
労
支
援
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る

※
分
析
結
果
な
ど
は
、
今
後
、
町

で
検
討
し
て
い
る
各
種
事
業
に

反
映
さ
せ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

調
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.to

w
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

）
で
公
表

す
る
と
と
も
に
、
希
望
者
に
は

福
祉
課
で
配
布
を
行
い
ま
す
。

本
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
児
童
・
生
徒
な
ら
び
に
保

護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。詳
し
く
は
、
福
祉

課
社
会
福
祉
係
へ
。

　「
子
ど
も
の
生
活
」実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

福
祉
課
　
　
　
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

【
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
（
補
完
注
射
）】

　
町
で
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
（
補
完
注
射
）
を

実
施
し
ま
す
。
生
後
　
日
以
上

９１

の
犬
に
は
、
犬
の
生
涯
に
１
回

の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
犬
の

飼
い
主
は
、
必
ず
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
県
獣
医
師
会
所
属
の

動
物
病
院
で
も
、
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
を
毎
年
１
月
ま
で

の
期
間
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
動
物
病
院
に
よ
っ
て
料

金
な
ど
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り

　
環
境
課
か
ら
各
種
お
知
ら
せ

環
境
課
　
　
　
　
　
　
内
線
1
3
2
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ま
す
の
で
事
前
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
病
気
中
や
妊
娠
中
、
ま

た
は
産
後
２
週
間
以
内
の
犬

は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

□
時
間
　
午
前
９
時
～
　
時
１１

□
場
所
　
役
場
北
側
駐
車
場

（
日
の
出
　
の
１
）

５５

□
料
金

・
注
射
の
み
の
場
合
（
登
録
済

の
犬
）
…
１
頭
に
つ
き
３
４

０
０
円

・
注
射
・
登
録
の
場
合
…
１
頭

に
つ
き
６
４
０
０
円

【
わ
ん
わ
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募

集
】
　
毎
年
、
予
防
注
射
の
会
場
周

辺
に
犬
の
フ
ン
の
放
置
が
目
立

ち
ま
す
。
フ
ン
の
処
理
は
飼
い
主

の
責
任
で
す
の
で
必
ず
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
で
は
「
わ
ん
わ
ん
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
創
設
し
、
犬

の
フ
ン
の
持
ち
帰
り
を
呼
び
か

け
る
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
約
３
０
０
人
が
わ
ん
わ
ん

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
こ
の
活
動

に
参
加
し
、
マ
ナ
ー
向
上
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
更
な

る
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

□
応
募
方
法
　
環
境
課
へ
申
し

込
む
（
登
録
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
）

【
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
】

　
町
で
は
、
限
り
あ
る
資
源
を

大
切
に
す
る
た
め
、
家
庭
で
不

要
に
な
っ
た
小
型
家
電
を
無
料

で
回
収
し
ま
す
。

□
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

□
場
所
　
役
場
正
面
玄
関
前

□
対
象
　
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー
な
ど
の
音
楽
機
器
、

ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
電
源
・
充

電
器
・
電
池
を
使
用
す
る
製

品
（
通
常
の
ご
み
収
集
で
は
、

燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
収
集

し
て
い
る
も
の
）、
た
だ
し
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
機
器

（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
）は
対
象
外
で
す
。

【
古
着
・
古
布
の
回
収
】

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
の

た
め
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

古
着
・
古
布
（
通
常
の
ご
み
収

集
で
は
、
綿
１
０
０
％
の
も
の

は
資
源
ご
み
、
そ
れ
以
外
は
燃

え
る
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い

る
も
の
）
を
回
収
し
ま
す
。
回

収
さ
れ
た
も
の
は
、
国
内
や
国

外
で
再
利
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
す

る
ほ
か
、
工
業
用
雑
き
ん
（
ウ

エ
ス
）
な
ど
に
加
工
さ
れ
て
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

□
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

□
場
所
　
役
場
正
面
玄
関
前

【
共
通
事
項
】

□
期
日
　
　
月
１
日
松

１０

※
詳
し
く
は
環
境
課
へ
。

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

　平成２８年４月１４日昭に熊本県内におい

て地震が発生し、多数の住民に大きな被

害をもたらしました。この災害により被

災された人々を支援することを目的に、

町では義援金の受付と義援金箱を設置し

ています。現在も多くのご好意をいただ

いておりますが、受付期限を延長したこ

とにともない、１０月以降、義援金箱の設置

場所を変更いたします。なお、領収書を

必要とする人については、社会福祉協議

会へご持参くださいますようお願いいた

します。

□１０月以降の災害義援金箱設置場所

・役場総合案内（日の出５５の１）

・町社会福祉協議会（吉田２４６５）

□災害義援金受付期限　平成２９年３月３１

日晶

※詳しくは、福祉課社会福祉係（緯５５・

２６３１）へ。

熊本地震災害義援金箱
設置場所の変更について

□運動の目的

　県民一人ひとりに交通安全思想の普

及・浸透を図り、交通ルールの遵守と

正しい交通マナーの実践を習慣づけ、

相手の立場に立った「優しさ」と「思

いやり」のある運転や行動を促進し、

「交通安全県・群馬」の確立を図る。

□スローガン

　「安全は　小さな注意の　積み重ね」

□運動の重点

・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用

中の交通事故防止

・後部座席を含めた全ての座席のシート

ベルトとチャイルドシートの正しい着

用の徹底

・飲酒運転の根絶

【交通安全ポスターの掲示】

　期間中、町内の小・中学校の児童・生

徒さんから出品していただいた、交通安

全ポスターの掲示を行います。

□場所　いずみの杜ラウンジ（朝日４の７の１）

※詳しくは、安全安心課交通防犯係（内

線２２４）へ。

９月２１日（水）～３０日（金）は

秋の全国交通安全運動期間です
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※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（
内

線
３
０
３
）
へ
。

　
図
書
館
で
は
、
資
料
の
所
蔵
確

認
の
た
め
、
蔵
書
点
検
を
行
い
ま

す
。
期
間
中
は
休
館
と
な
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
も
休
止
と
な

り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
資
料
の
返
却
は
正
面
入
口
脇
の

「
返
却
ポ
ス
ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
は

壊
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
返
却

ポ
ス
ト
に
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
必
ず
開
館
後
に
返
却
し
て
く

だ
さ
い
）

□
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　
日

１０

１１

（火）

２０

　
　
 　
日
間

（木）

１０

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
（
緯
　
・
６３

６
３
９
９
）
へ
。

　
親
子
で
、
保
育
園
の
お
い
し
い

給
食
を
食
べ
に
来
ま
せ
ん
か
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２７

（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
～

１０

□
場
所
　
南
保
育
園
（
仙
石
１
の

６
の
　
）
１８

□
内
容
　
リ
ズ
ム
、
園
庭
遊
び
、

給
食

□
対
象
　
町
内
在
住
の
１
～
５
歳

児
の
親
子

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

４０

だ
い
締
め
切
り
）

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
　２９

年
４
月
に
町
立
小
学
校
に
入
学
す

る
幼
児
を
対
象
に
、
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す
。
該
当
者
に
は
通
知

を
し
ま
す
の
で
、
保
護
者
付
き
添

い
の
上
、
該
当
す
る
小
学
校
で
必

ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
南
小
学
校

□
期
日
　
　
月
３
日
　

１０

（月）

□
行
政
区
　
　
～
　
区
、　

区

１８

２４

３０

■
北
小
学
校

□
期
日
　
　
月
７
日
　

１０

（金）

□
行
政
区
　
２
～
　
区
、　

区
、

１２

２５

　
区
、　

区

２６

２９

■
西
小
学
校
　

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

１１

（火）

□
行
政
区
　
　
～
　
区

１３

１７

■
東
小
学
校

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

１４

（金）

□
行
政
区
　
１
区
、　

区
、　

区

２７

２８

【
共
通
事
項
】

□
受
付
時
間
　
午
後
０
時
　
分
～

５０

１
時
　
分
１０

□
検
査
開
始
予
定
時
間
　
午
後
１

時
　
分
～

２０

□
対
象
　
町
内
在
住
の
平
成
　
年
２２

４
月
２
日
～
平
成
　
年
４
月
１

２３

日
に
生
ま
れ
た
幼
児

□
転
入
・
転
出
の
場
合
な
ど
　
転

入
・
転
出
・
転
居
な
ど
異
動
の

あ
る
場
合
や
病
気
そ
の
他
の
事

情
で
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
は
、
事
前
に
学
校
教
育

課
へ
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の

新

入

学

児

童

就

学

時

健

康

診

断

学
校
教
育
課

【町内の放射線量の測定結果】

　平成２７年４月より測定値が安定傾向にあることか

ら、測定頻度を２か月に１回（偶数月）、測定地点を

２７地点として測定を実施しています。測定の結果

は、地上高さ１ｍ地点の基準値「０．２３マイクロシー

ベルト／時」を下回っています。また、子どもが集

まる場所を対象とした町独自の厳しい基準である

「地表面で０．２３マイクロシーベルト／時」の箇所も

ありませんでした。今後も調査を継続し、結果は随

時広報おおいずみや町ホームページにてお知らせし

ます。町ホームページをご覧になれない人には環境

課で測定結果を配布していますので、ご利用くださ

い。

□測定日　８月１日～１０日

□測定場所　町内公共施設など２７地点

□測定値（定点測定、地上高さ１ｍ地点）

・最大値…０．０７３マイクロシーベルト／時

・最小値…０．０３８マイクロシーベルト／時

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　８月３日、１６日に町内２か所の浄配水場と、８月

29日に東部地域水道事務所（千代田町）で放射性物

質の検査を行った結果、それぞれ放射性物質は検出

されず、飲用に支障がないことが確認されています。

【被災者への支援（８月３１日現在）】

□義援金総額　１,７８６万２,４３９円

東日本大震災関連情報

給

食

レ

ス

ト

ラ

ン

南
保
育
園

蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館

図
書
館

給食の様子
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情報情報くらしの Information

□
申
込
方
法
　
保
育
園
に
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む
（
名

前
、
お
子
さ
ん
の
年
齢
、
連
絡

先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
）

□
費
用
　
一
人
一
食
２
５
０
円

※
詳
し
く
は
、
南
保
育
園
（
緯
　
・
６２

２
０
３
３
）
へ
。

■
北
児
童
館

【
お
楽
し
み
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
】

　
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
見
て
実
際

に
挑
戦
し
た
り
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
来
て
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
９
月
　
日
　

２６

（月）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

□
内
容
　
伊
勢
崎
マ
ジ
シ
ャ
ン
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
来
て
、
マ

ジ
ッ
ク
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

■
西
児
童
館

【
お
月
見
会
と
お
楽
し
み
会
】

　
当
日
は
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
お
招
き
し
ま

す
。
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

□
期
日
　
９
月
　
日
　

２６

（月）

□
時
間
　
午
後
２
時
～
３
時

□
内
容
　
子
ど
も
た
ち
の
出
し
物

ほ
か

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

※
詳
し
く
は
、
各
児
童
館
へ
。

・
北
児
童
館
（
緯
　
・
３
８
２
０
）

６３

・
西
児
童
館
（
緯
　
・
４
８
６
９
）

６２

　
秋
の
社
日
大
祭
を
開
催
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
９
月
　
日
　

２５

（日）

□
場
所
　
社
日
稲
荷
神
社
（
城
之

内
１
の
　
の
５
）

１３

□
内
容

・
御
神
楽
…
午
前
　
時
～
午
後
４

１０

時
・
探
湯
神
事
…
午
後
３
時
～

※
詳
し
く
は
、井
上
正
俊
さ
ん（
緯

　
・
３
６
４
７
）
へ
。

６２□
期
日
　
９
月
　
日
　
～
　
月
２

３０

（金）

１０

日
　（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

□
場
所
　
文
化
む
ら
展
示
ホ
ー
ル

棟
２
階
（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
墨
泉
会
・
赤
木
さ

ん
（
緯
　
・
４
０
９
０
）
へ
。

４６

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
の
た

め
、
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き

ま
す
。
町
民
体
育
祭
で
ぐ
ん
ま

ち
ゃ
ん
を
見
か
け
た
ら
、
赤
い
羽

根
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
９
日
　

１０

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
　
時
１１

□
共
同
募
金
活
動
期
間
　
毎
年
　１０

月
１
日
～
　
月
　
日

１２

３１

※
詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
内
の
県
共
同
募
金
会
大
泉
町
支

会
（
緯
　
・
２
２
９
４
）
へ
。

６３

□納期限　９月３０日晶

□今月の納期

・国民健康保険税　　　　　　　３期

・介護保険料　　　　　　　　　３期

・後期高齢者医療保険料　　　　３期

※口座の再振替で納付した場合、一定金額

を超えると延滞金がかかる場合があります

ので、口座残高にご注意ください。

平日や日中に、来庁できない皆さんのため

に時間外窓口を実施しています。

【延長窓口】

□期日　９月１４日、２１日、２８日および

１０月５日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　９月１０日、１７日、２４日および

１０月１日、８日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課

※内容によっては受付ができないこともあ

りますので、事前にご確認ください。

今月の納期

前月対比８月末日現在の数
＋１１０４１，５８０　人

人 口
(＋１１７)(７，０９９　人)
＋７８２１，７８３　人

男
(＋８２)(３，８７７　人)
＋３２１９，７９７　人

女
(＋３５)(３，２２２　人)
＋９３１８，９０４世帯

世帯数
(＋８８）(３，６３３世帯)

出  生　３１人　　死  亡　３６人
(　)内は外国人数・世帯数

先月の１１９番

時間外窓口

町の人口と世帯

平成２８年累計８月分

８（７）件２（１）件
△火 災 発 生

（　）内は建物火災

５，２４９，０００円
（調査中のものは除く）

調査中△損 害 額

１，０１８件１２２件△救 急 出 動

１２１件１３件 煙交 通 事 故

６７９件８６件 煙急 病

２１８件２３件 煙そ の 他
・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

児
童
館
に
お
い
で
よ
！

各
児
童
館

秋

の

社

日

大

祭

井
上
正
俊
さ
ん

現
代
水
墨
画
創
翔
会
展

墨
泉
会
・
赤
木
さ
ん

昨年の様子

ぐ

ん

ま

ち

ゃ

ん

が

町
民
体
育
祭
に
や
っ
て
く
る

町
社
会
福
祉
協
議
会
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発
表
曲
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
山

形
県
民
謡
の
花
笠
音
頭
を
は
じ

め
、
全
国
各
地
方
の
民
謡
を
　
曲
４０

発
表
予
定
で
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は

大
泉
小
唄
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
２
日
　

１０

（日）

□
時
間
　
午
後
０
時
　
分
開
演

３０

（
正
午
入
場
）

□
場
所
　
文
化
む
ら
大
ホ
ー
ル

（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
大
泉
町
民
謡
連
盟

会
長
・
高
橋
さ
ん
（
緯
　
・
４
８

６２

３
４
）
へ
。

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
「
オ
ー
タ

ム
ジ
ャ
ン
ボ
」
の
賞
金
は
、
１
等
・

前
後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
で
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使

わ
れ
ま
す
。

　
お
近
く
の
宝
く
じ
売
り
場
で
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

□
発
売
期
間
　
９
月
　
日
　
～
　

２６

（月）

１０

月
　
日
　

１４

（金）

□
抽
せ
ん
日
　
　
月
　
日
　

１０

２１

（金）

※
詳
し
く
は
、
公
益
財
団
法
人
県

市
町
村
振
興
協
会
（
緯
０
２
７
・

２
９
０
・
１
３
５
０
）
へ
。

　
子
ど
も
は
親
か
ら
愛
さ
れ
大
切

に
育
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

心
も
身
体
も
健
康
に
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
し
か
し
、
虐
待
や
親
の

病
気
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

家
庭
で
親
と
い
っ
し
ょ
に
生
活
で

き
な
い
子
ど
も
が
い
ま
す
。
県
で

は
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
ご
夫

婦
で
愛
情
と
誠
意
を
持
っ
て
養
育

し
て
い
た
だ
け
る
里
親
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
里
親
に
な
る
に
は
】

　
健
康
状
態
や
経
済
状
況
な
ど
の

条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
特
別
な
資

格
は
不
要
で
す
。
複
雑
な
事
情
を

抱
え
る
子
ど
も
の
養
育
に
対
す
る

理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
愛
情
豊
か

に
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
ご
夫
婦
で
あ
れ
ば
、
里
親
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
里
親
に
は
】

□
養
育
里
親
　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
、
家
族
と
暮
ら
せ
な
い

子
ど
も
を
一
定
期
間
、
自
分
の

家
庭
で
養
育
す
る
里
親
の
こ
と

□
養
子
縁
組
里
親
　
養
子
縁
組
を

前
提
に
子
ど
も
を
養
育
す
る
里

親
の
こ
と

【
里
親
登
録
の
申
込
方
法
】

　
事
前
に
東
部
児
童
相
談
所
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
里
親
制
度

に
つ
い
て
事
前
に
理
解
し
て
い

た
だ
い
た
上
で
、
職
員
が
家
庭

調
査
な
ど
を
実
施
し
、
社
会
福

祉
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
、

適
当
と
認
め
ら
れ
た
ご
夫
婦
が

必
要
な
研
修
を
受
け
た
後
に
、

里
親
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

【
里
親
登
録
後
】

　
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加
に
よ

り
、
子
ど
も
の
養
育
に
備
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
子
ど
も
を
養
育

す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）。
な
お
、里
親
と
し

て
子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い
し
て

い
る
期
間
は
、
子
ど
も
の
生
活
費

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
東
部
児
童
相
談
所

（
緯
　
・
３
７
２
１
）
へ
。

３１

　
防
衛
省
で
は
次
の
種
目
の
自
衛

官
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

【
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
前
期
）】

□
試
験
日（
１
次
試
験
）　
　
月
５

１１

日
　
・
６
日
　

（土）

（日）

【
防
衛
医
科
大
学
校
　
医
学
科
学

生
】

□
試
験
日（
１
次
試
験
）　
　
月
　

１０

２９

日
　
、　

日
　

（土）

３０

（日）

【
防
衛
医
科
大
学
校
 看
護
学
科
学

生
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）】

□
試
験
日（
１
次
試
験
）　
　
月
　

１０

１５

日
　（土）

【
共
通
事
項
】

□
会
場
　
勢
多
会
館
（
前
橋
市
南

町
４
の
　
の
３
）

３０

□
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人
（
平

１８

２１

成
　
年
４
月
１
日
現
在
）
で
次

２９
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

・
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み

の
人
を
含
む
）

・
前
号
に
掲
げ
る
人
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
文
部
科
学
大

臣
が
認
め
た
人
（
平
成
　
年
３

２９

月
ま
で
に
、
こ
れ
に
該
当
す
る

見
込
み
の
人
を
含
む
）

・
高
等
専
門
学
校
第
３
学
年
次
修

了
者
（
平
成
　
年
３
月
ま
で
に

２９

修
了
見
込
み
の
人
を
含
む
）

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　

３０

（金）

※
防
衛
大
学
校
学
生
は
推
薦
採
用

試
験
お
よ
び
総
合
選
抜
採
用
試
験

も
実
施
し
ま
す
。
一
般
採
用
試
験

と
は
受
付
期
間
な
ど
を
含
め
募
集

要
項
が
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田

出
張
所
（
緯
　
・
５
５
６
３
）
へ
。

４５

【
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
】

　
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
に
関
す
る
研

修
会
を
開
催
し

ま
す
。

□

期

日
　
　
月
１０

４
日
　（火）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

□
内
容
　
災
害
と
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
～
熊
本
地
震
災
害
支
援
で
見

え
た
こ
と
～

里

親

募

集

東
部
児
童
相
談
所

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
は

９
月
　

日
捷
か
ら
発
売

２６公
益
財
団
法
人
県
市
町
村

振
興
協
会

自

衛

官

募

集

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部

太
田
出
張
所

第
　
回
民
謡
民
舞
発
表
会

２９

大
泉
町
民
謡
連
盟
会
長

高
橋
さ
ん

健
康
づ
く
り
課
か
ら

各
種
講
座
の
お
知
ら
せ

健
康
づ
く
り
課
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□
講
師
　
依
田
裕
子
氏（
保
健
師
・

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
危
機
管

理
専
門
官
）

□
対
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心

あ
る
人
、
希
望
者

□
定
員
　
　
人
２５

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　

３０

（金）

□
費
用
　
無
料

【
脱
メ
タ
ボ
栄
養
・
運
動
教
室
】

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
教

室
を
行
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の

き
っ
か
け
と
し
て
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
栄
養
教
室

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

１８

（火）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

□
内
容
　
栄
養
講
話
・
調
理
実
習

「
脂
ひ
か
え
め
メ
ニ
ュ
ー
」・
試

食
□
講
師
　
町
管
理
栄
養
士

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
対
象
　
町
内
在
住
の
人

□
申
込
期
限
　
　
月
７
日
　

１０

（金）

□
持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾

□
費
用
　
２
０
０
円（
教
室
当
日
、

受
付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ

い
）

■
運
動
教
室

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２７

（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
内
容
　
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ

ガ
（
運
動
が
苦
手
な
人
に
も
お

勧
め
な
癒
し
の
ヨ
ガ
で
す
）

□
講
師
　
武
田
し
げ
み
先
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
対
象
　
町
内
在
住
の
人

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

２１

（金）

□
持
参
す
る
物
　
運
動
の
で
き
る

服
装
と
上
履
き
・
飲
み
物
・
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具
・
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
（
貸
出
あ
り
）

□
費
用
　
１
０
０
円（
教
室
当
日
、

受
付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ

い
）

【
ゴ
ッ
ク
ン
モ
グ
モ
グ
教
室
】

　
生
後
５
～
８
か
月
の
乳
児
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
「
見
て

食
べ
て
お
ぼ
え
る
」
離
乳
食
教
室

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２５

（火）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

□
内
容
　
離
乳
食
の
基
本
的
な
調

理
方
法
と
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
・

試
食

□
講
師
　
町
管
理
栄
養
士

□
対
象
　
町
内
在
住
の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

２１

（金）

□
持
参
す
る
物
　
ベ
ビ
ー
カ
ー

□
費
用
　
無
料

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
ま
た
は
電
話
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp/

）
か
ら
申
し

込
む

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５【
元
気
を
保
つ
栄
養
講
座
】

　
シ
ニ
ア
世
代
の
食
事
を
見
直
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
「
人
任
せ
に

し
な
い
！
　
元
気
を
保
つ
栄
養
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
自
分
の
味
付
け
や
、
栄
養
の
取

り
方
の
癖
を
知
り
、
シ
ニ
ア
世
代

の
栄
養
の
と
り
方
、
間
食
の
と
り

方
、
食
事
の
コ
ツ
な
ど
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
メ
タ
ボ
対
策
を
お

考
え
の
人
向
き
の
講
座
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
食
事
を
見
直
す
だ
け

で
、
か
ら
だ
に
変
化
が
お
こ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
男
性
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

□
期
日
　
　
月
６
日
、　
月
　
日
、

１０

１１

１０

　
月
１
日
、
平
成
　
年
１
月
５

１２

２９

日
、
２
月
２
日
（
全
５
回
・
毎

回
木
曜
日
）

【
シ
ニ
ア
の
た
め
の
栄
養
改
善
教

室
】
　
シ
ニ
ア
世
代
の
食
事
を
見
直
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
「
　
歳
か
ら

６５

の
元
気
を
保
つ
栄
養
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
毎
日
野
菜
を
食
べ
て
い
る
か
ら

大
丈
夫
、
食
事
は
家
族
が
準
備
す

る
か
ら
口
出
し
し
な
い
と
考
え
て

い
る
人
、
何
と
な
く
体
調
が
思
わ

し
く
な
い
、
元
気
が
出
な
い
と
感

じ
て
い
る
人
、
体
重
が
減
っ
て
い

る
人
、
ぜ
ひ
食
事
や
栄
養
の
取
り

方
を
学
ん
で
自
分
自
身
を
見
つ
め

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ち
ょ
っ
と
食
事
を
見
直
す
だ
け

で
、
か
ら
だ
に
変
化
が
起
こ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
男
性
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
、　
月
　
日
、

１０

２０

１１

１７

　
月
　
日
、
平
成
　
年
１
月
　

１２

１５

２９

１９

日
、
２
月
　
日
（
全
５
回
・
毎

１６

回
木
曜
日
）

【
共
通
事
項
】

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
体
脂
肪
な
ど
の
測
定
、

栄
養
摂
取
状
況
の
確
認
、
簡
単

な
調
理
実
習
な
ど

□
講
師
　
石
倉
優
実
子
氏
（
管
理

栄
養
士
）

□
対
象
　
町
内
在
住
で
　
歳
以
上

６５

の
人

□
定
員
　
各
講
座
　
人
（
定
員
に

１５

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
国
保
介
護
課
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
持
参
す
る
物
　
筆
記
用
具
、
エ

プ
ロ
ン

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
国
保
介
護
課
介
護

保
険
係
（
緯
　
・
２
６
３
２
）へ
。

５５

　
心
肺
そ
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い

を
学
ぶ
救
命
講
習

を
開
催
し
ま
す
。

講
習
を
修
了
し
た

人
に
は
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
９
日
　

１０

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

□
場
所
　
東
部
消
防
署
九
合
分
署

（
太
田
市
飯
塚
町
　
の
１
）

８７

□
対
象
　
大
泉
町
・
太
田
市
内
に

在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
人

（
中
学
生
以
上
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
東
部
消
防
署
九
合

分
署
へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
東
部
消
防
署
九
合
分

署
（
緯
　
・
９
１
１
９
）
へ
。

４６

国

保

介

護

課

か

ら

各
種
講
座
の
お
知
ら
せ

国
保
介
護
課

前回の様子

救

命

講

習

東
部
消
防
署
九
合
分
署
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　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
 い
ち
ご
」
で
は
、

住
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
と
し
て
福
祉
課
と
共
催
で

「
発
達
障
害
に
つ
い
て
考
え
る
講

演
会
　
～
発
達
障
害
者（
児
）と
共

に
生
き
る
　
理
解
と
対
応
・
支
援

の
あ
り
方
を
学
ぶ
～
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
現
在
、
自
閉
症
な
ど
の
発
達
障

害
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２９

（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
分
（
午
後
１
時
よ
り
受
付
）

３０
□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
２
階

第
１
・
２
研
修
室
（
吉
田
２
０

１
１
の
１
）

□
講
師
　
齋
藤
明
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト

研
究
所
）、
太
田
　
航
氏
（
障
害

当
事
者
）

□
内
容
　
発
達
障
害
へ
の
理
解

や
、
そ
の
支
援
の
あ
り
方
を
学

ぶ
。
ま
た
、
障
害
当
事
者
の
ア

メ
リ
カ
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体

験
に
つ
い
て
の
講
演

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
１
０
０
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
に
直
接
ま

た
は
電
話
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
un

m
a
.jp/

）
か
ら
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
車
い
す
で
の
来
場
や
手
話
な

ど
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
さ
れ

る
場
合
は
申
し
込
み
の
際
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
（
緯
　
・
８
３

５５

７
３
）
ま
た
は
福
祉
課
（
緯
　
・
５５

２
６
３
１
）
へ
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
問

題
の
解
決
を
め
ざ
し
、
地
域
や
職

場
で
の
啓
発
活
動
を
実
践
す
る
指

導
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
人
権
教
育
指
導
者
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
１
回
の
み
の
参

加
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
第
１
回

□
期
日
　
９
月
　
日
　

２８

（水）

□
内
容
　「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
？
　
～
互
い
の
違
い
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
社
会
を
目
指

し
て
～
」

□
講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
Ｒ
e
B

i
t
（
り
び
っ
と
）

■
第
２
回

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

１８

（火）

□
内
容
　「
互
い
の
違
い
を
認
め

合
い
、
多
様
性
あ
ふ
れ
る
社
会

へ
　
～
見
た
目
の
症
状
と
と
も

に
自
分
ら
し
く
生
き
る
～
」

□
講
師
　
外
川
浩
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
　
マ
イ
フ
ェ
イ
ス
・
マ
イ

ス
タ
イ
ル
代
表
）

【
共
通
事
項
】

□
時
間
　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
４５

□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
へ
直

接
ま
た
は
電
話
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.tow
n.oizu

m
i.g
unm
a
.jp/

）か
ら
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　
　
　

２６

（月）

□
費
用
　
無
料

【
第
２
回
講
座
特
別
企
画
　
写
真

展
「
た
だ
自
分
ら
し
く
～
『
見
た

目
』に
症
状
の
あ
る
人
た
ち
の供
ら

し
い
生
き
方
・
楽
し
さ
僑」】

　
第
２
回
講
座
で
は
特
別
企
画
も

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　
～
　
日
　

１０

１８

（火）

２６

（水）

□
時
間
　
初
日
は
午
後
６
時
～
、

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

□
場
所
　
町
公
民
館
ロ
ビ
ー

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内

線
３
０
５
）
へ
。

　
糖
尿
病
の
基
礎
的
な
知
識
に
つ

い
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

□
期
日
　
９
月
　
日
　

２８

（水）

□
時
間
　
午
後
３
時
～
４
時

□
場
所
　
館
林
厚
生
病
院
３
階
講

堂
（
館
林
市
成
島
町
２
６
２
の

１
）

□
内
容
　
糖
尿
病
と
お
薬

□
講
師
　
薬
剤
師
（
館
林
厚
生
病

院
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

５０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
館
林
厚
生
病
院
経

営
企
画
課
経
営
広
報
係
（
緯
　
・
７２

３
１
４
０
）
へ
。

【
市
民
公
開
講
座
】

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

　
分
（
入
退
場
自
由
）

３０
□
会
場
　
群
馬
大
学
昭
和
キ
ャ
ン

パ
ス
内
刀
城
会
館

□
内
容
　
が
ん
の
治
療
・
看
護
、

重
粒
子
線
治
療
な
ど
に
関
す
る

講
演

□
定
員
　
３
０
０
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
。
定
員
に

達
し
た
場
合
は
入
場
制
限
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

【
重
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
見
学

会
】
　
　
人
以
上
の
団
体
は
事
前
に
申

２０
し
込
み
が
必
要
で
す
。

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

□
会
場
　
群
馬
大
学
昭
和
キ
ャ
ン

パ
ス
内
重
粒
子
線
医
学
セ
ン

タ
ー

□
内
容
　
重
粒
子
線
治
療
施
設
内

の
機
器
な
ど
の
見
学
、
治
療
室

や
加
速
器
室
で
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
説
明

【
が
ん
ジ
ュ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ

前
橋
】

　
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
と
す

る
が
ん
と
が
ん
治
療
に
つ
い
て
の

や
さ
し
い
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
分
ほ
ど
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
と

３０重
粒
子
線
治
療
施
設
の
見
学
会

（
解
説
付
き
）
を
行
い
ま
す
。

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
正
午

１０

３０

□
場
所
　
群
馬
大
学
昭
和
キ
ャ
ン

パ
ス
内
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

８０

だ
い
締
め
切
り
）

【
共
通
事
項
】

発

達

障

害
に
つ
い
て

考

え

る

講

演

会

福
祉
課

糖

尿

病

教

室

館
林
厚
生
病
院

人
権
教
育
指
導
者
養
成
講
座

生
涯
学
習
課

市
民
公
開
講
座
／
重
粒
子

線
が
ん
治
療
施
設
見
学
会

群
馬
大
学
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□
期
日
　
　
月
１
日
　

１０

（土）

□
場
所
　
群
馬
大
学
昭
和
キ
ャ
ン

パ
ス
（
前
橋
市
昭
和
町
３
の
　３９

の
　
）
１５

□
申
込
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
群
馬
大
学
総
務
課

（
緯
０
２
７
・
２
２
０
・
７
８
９
５
）

へ
。

□
期
日
・
内
容
（
全
５
回
）

・
　
月
６
日
　
…
官
民
一
体
の
地

１０

（木）

域
活
性
化
～
フ
ラ
ン
ス
の
企
業

誘
致
活
動
に
学
ぶ
～

・
　
月
　
日
　
…
６
次
産
業
化
に

１０

１５

（土）

よ
る
地
方
創
生
～
産
官
学
連
携

に
よ
る
フ
ー
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
～

・
　
月
　
日
　
…
ヒ
ッ
ト
商
品
に

１０

２０

（木）

学
ぶ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入

門
～
な
ぜ
あ
の
商
品
は
売
れ
た

の
か
？
い
か
に
し
て
ヒ
ッ
ト
商

品
を
作
る
の
か
？
　
～

・
　
月
　
日
　
…
海
外
柔
道
か
ら

１０

２９

（土）

日
本
の
ミ
ラ
イ
が
見
え
て
く

る
！
　
～
国
境
な
き
武
士
団
と

い
う
意
識
～

・
　
月
２
日
　
…
外
国
人
に
伝
わ

１１

（水）

る
『
や
さ
し
い
日
本
語
』
が
地

域
の
未
来
を
」
つ
く
る

□
時
間
（
初
回
・
最
終
回
に
は
前

後
に
　
分
程
度
の
開
講
式
・
閉

１５

講
式
あ
り
）

・
水
・
木
曜
日
…
午
後
６
時
　３０

分
～
８
時
　
分
１５

・
土
曜
日
…
午
後
３
時
～
４
時
　４５

分
□
場
所
　
関
東
学
園
大
学
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
Ｃ
１
教

室（
太
田
市
藤
阿
久
町
２
０
０
）

□
定
員
　
１
０
０
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
関
東
学
園
大
学
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
２
７
０
８
）

３１

で
申
し
込
む
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
む
場
合
は
、
氏
名
・
住
所
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明

記
す
る
）

□
申
込
期
限
　
　
月
５
日
　

１０

（水）

□
費
用
　
無
料
（
受
講
用
テ
キ
ス

ト
を
配
布
）

※
詳
し
く
は
、
関
東
学
園
大
学
教

務
グ
ル
ー
プ
（
緯
　
・
７
９
０
６
）

３２

へ
。　

　
館
林
調
停
協
会
で
は
、
調
停
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
交
通
事
故

や
金
銭
の
貸
借
、
相
続
な
ど
、
弁

護
士
や
調
停
委
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
１
人
で
悩
ま
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
９
月
　
日
　

２３

（金）

□
時
間
　
午
後
２
時
～
６
時
（
受

付
は
午
後
５
時
　
分
ま
で
）

３０

□
場
所
　
館
林
市
文
化
会
館
（
館

林
市
城
町
３
の
１
）

□
申
込
方
法
　
当
日
、
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、館
林
調
停
協
会（
緯

０
７
０
・
３
１
４
９
・
２
２
３
４
）

へ
。

□
福
祉
基
金

・
　
万
円

１０

太
田
記
念
病
院
職
員
一
同

定例相談
町民相談

月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
９月１５日昭・２９日昭

１０月１３日昭・２０日昭

日時

午後１時３０分～４時３０分

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
１０月１８日昇

午前１０時～午後３時

日時

町公民館工芸室（吉田２４６５）場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～正午、午後１時～５時

日時

専門女性相談員担当

配偶者などからの暴力に関す

る悩みごとなど

内容

※詳しくは、相談専用電話（緯２０・３９８８）へ。

消費生活相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～午後４時

日時

消費生活センター（役場内）場所
消費生活相談員担当
消費生活に関するトラブルなど内容

※詳しくは、消費生活センター（緯６３・３５１１）へ。

情報情報くらしの Information

費用無料。秘密は厳守します。

調

停

相

談

会

館
林
調
停
協
会

公

開

講

座

「
現
在
と
未
来
の
視
野
」

関
東
学
園
大
学

どうぞ

ご参加くださ
い！
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫

知っているようで知らない国

民年金。ここでは、国民年金

についての情報をお知らせし

ていきます。

※詳しくは、住民課（内線

１２４）、または太田年金事務所

（緯４９・３７１６）へ。

第１８回　任意加入制度

　
老
齢
基
礎
年
金
（
　
歳
か

６５

ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
は
、

　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で

２０

６０

の
　
年
間
保
険
料
を
納
め
な

４０
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
高
齢
任
意
加
入
】

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
納
付
済
期
間
が
　
年
４０

間
に
満
た
な
い
場
合
は
、　６０

歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の

６５

間
に
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
で
き
ま
す
。
任
意
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
を
満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料

の
納
付
済
期
間
や
免
除
期
間

な
ど
が
原
則
と
し
て
　
年
以

２５

上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
は
、　

歳
に
な
る
ま
で

７０

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
海
外
任
意
加
入
】

　
海
外
に
在
住
す
る
　
歳
以

２０

上
　
歳
未
満
の
人
（
日
本
国

６５
籍
者
）
も
国
民
年
金
に
任
意

加
入
が
で
き
ま
す
。
国
内
で

の
最
終
住
所
地
の
市
町
村
に

親
族
（
父
母
・
兄
弟
な
ど
）

が
お
住
ま
い
の
場
合
は
、
本

人
に
代
わ
り
加
入
の
手
続
き

と
保
険
料
の
納
付
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

８月１７日、大泉園デイサービスセンターの視

察に行ってきました。

□村山町長のコメント　「この日は、日系ブラ

ジル人たちでつくるＮＰＯ法人ノーボーダー

ズの児童が利用者に歌や踊りを披露し、私も

飛び入りで参加しました。」

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
サ
ザ
エ
さ
ん

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
☆

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ド
キ
ン
ち
ゃ
ん

みんなのみんなの
イラストイラスト

台
風
の
去
り
し
気
配
に
雨
戸
開
け

江
口
典
子
（
　
区
）

３０

新
盆
や
好
き
な
生
花
夫
偲
び

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

七
夕
や
口
に
は
出
さ
ず
一
行
詩

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

こ
れ
よ
り
は
上
州
と
あ
り
雲
の
峰

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

思
い
出
を
残
す
駅
舎
や
立
葵

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

梅
雨
明
け
や
並
べ
て
磨
く
夫
の
靴

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

手
花
火
の
香
り
が
残
る
庭
の
隅

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

梅
干
し
て
戦
時
を
生
き
た
母
偲
ぶ

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

俳俳
　
　
　
句句
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　広報おおいずみに掲載してほ
しいイラストなどは黒一色で書
いてね。皆さんからのご意見・
ご質問、身近な話題などもお待
ちしています。

広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
糸kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　「
広
報
お
お
い
ず
み
」
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ｉ
広

報
紙
」で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

□
ｉ
広
報
紙
と
は
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

で
、
広
報
紙
を
電
子
書
籍
と

し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
無

料
ア
プ
リ
で
す
。
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
簡
単
な

個
人
設
定
を
す
る
と
、
最
新

の
広
報
紙
お
よ
び
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
最
新
号
が
発
行
さ
れ
る

と
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お
知
ら

せ
が
届
き
ま
す

□
ｉ
広
報
紙
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http
://ikou

hou
shi.jp

/lp
/g
u
n

m
a
_oizum

i

※
表
示
さ
れ
る
広
告
は
、
町
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
広
報
情
報
課
（
内
線
２
１

５
）
へ
。

スマホで

広報紙を読もう！「ｉ広報紙」

ＱＲコード

 木
斛
 の
雄
木
大
木
の
蔭
え
ら
び

も
っ
こ
く

シ
ル
バ
ー
カ
ー
止
め
昼
風
を
待
つ

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

離
れ
住
む
孫
は
走
れ
り
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

苦
し
さ
乗
り
越
え
我
も
感
動

森
き
ん
（
　
区
）

１４

お
の
れ
生
え
の
南
瓜
巻
き
付
け
 黄
楊
 の
木
が

つ
げ

重
き
実
三
個
下
げ
て
耐
へ
ゐ
る

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

小
五
の
男
孫
な
す
と
い
ん
げ
ん
の
味
噌
汁
を

作
り
て
く
る
る
泊
ま
れ
る
朝

村
田
厚
子
（
２
区
）

歩
く
こ
と
話
を
す
る
こ
と
失
ひ
し

叔
母
の
筆
談「
会
い
た
か
っ
た
よ
」

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

声
高
に
ミ
ー
ン
ミ
ー
ン
と
鳴
く
蝉
は

蝉
し
ぐ
れ
の
な
か
際
立
ち
聞
こ
ゆ

黒
河
早
百
合
（
　
区
）

１０

「
パ
パ
撮
っ
て
」野
菜
両
手
に
ハ
イ
ポ
ー
ズ

畑
の
中
の
孫
の
目
輝
く

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

種
と
り
て
姉
送
り
来
し
も
み
じ
あ
お
い

夏
の
陽
受
け
て
深
紅
に
咲
け
り

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

－

い
ず
み
俳
壇

－

夕
焼
や
あ
そ
び
た
り
な
い
児
等
の
声

林
　
宣
子
（
１
区
）

過
ぎ
し
日
の
歳
月
重
し
八
月
よ

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

夕
涼
み
恋
し
き
人
の
ひ
ざ
枕

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

酔
芙
蓉
心
の
老
い
を
寄
せ
つ
け
ず

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

舟
下
り
岩
間
く
ぐ
り
て
蝉
時
雨

柴
崎
八
重
子
（
　
区
）

２０

祭
囃
子
余
韻
の
残
る
村
境

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

宵
闇
に
灯
る
明
り
や
人
恋
し

安
田
功
（
　
区
）

２４

梅
干
す
や
赤
く
染
ま
り
し
手
を
み
つ
め

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

蝉
落
ち
て
原
爆
投
下
の
日
と
思
ふ

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

水
撒
い
て
一
ト
日
の
ほ
て
り
静
め
け
り

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

鷺
草
や
新
居
の
庭
に
風
生
れ

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

ア
ス
リ
ー
ト
気
迫
の
汗
を
輝
か
せ

横
山
昭
子
（
太
田
市
）

蝉
時
雨
い
つ
も
の
道
を
亡
き
友
と

松
村
美
智
子
（
熊
谷
市
）

汗
ま
み
れ
野
菜
作
り
に
汗
び
っ
し
ょ
り

明
日
を
楽
し
み
に
息
子
と
懸
命
に

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

－

や
よ
い
短
歌
会

－

我
と
同
じ
年
に
昭
和
新
山
生
ま
れ
た
り

ガ
イ
ド
の
説
明
に
親
近
感
湧
く

前
田
洋
子
（
　
区
）

２９

玉
子
か
け
ご
飯
の
昼
食
を
一
人
で
食
う

暑
さ
き
び
し
く
外
出
を
せ
ず

入
谷
宗
二
（
　
区
））

２０

薮
枯
ら
し
の
二
本
の
巻
鬚
竜
の
ご
と

躑
躅
に
巻
き
つ
き
空
へ
と
昇
る

濱
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

短短
　
　
　
歌歌

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。
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私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
８
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
夏
休
み
の
思
い
出
」
に
寄

せ
ら
れ
た
投
書
の
中
か
ら
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
日
光
の
中
禅
寺
湖
で
父
と
２

人
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
し
た
。

自
然
豊
か
な
所
で
ゆ
っ
く
り
過

ご
す
時
間
は
、
心
も
体
も
癒
や

さ
れ
ま
す
。
夜
に
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を

し
て
、
お
い
し
い
お
肉
を
た
く

さ
ん
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
２
学
期
も
勉
強
に
運
動
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
！

匿
名
希
望

　
高
校
生
の
頃
、
幻
の
生
物「
ツ

チ
ノ
コ
」
を
見
つ
け
る
と
言
う

「
ツ
チ
ノ
コ
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し

て
山
の
中
を
歩
き
、
土
に
穴
を
見

つ
け
て
は
穴
を
掘
る
と
言
う
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
ね
。

結
局
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
…

子
供
に
話
を
し
た
ら
鼻
で
笑
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
ツ
チ
ノ

コ
」
っ
て
本
当
に
い
る
の
か
な
～
？

匿
名
希
望

　
子
供
の
頃
、
お
盆
に
親
戚
が

集
ま
る
と
祖
父
が
子
供
達
に
宝

の
地
図
を
渡
し
て
宝
探
し
を
す

る
の
が
恒
例
行
事
で
し
た
。
地

図
を
元
に
宝
を
探
す
の
が
楽
し

み
で
し
た
。
 

匿
名
希
望

　
両
親
の
実
家
へ
帰
省
。
新
幹

線
に
乗
る
の
が
楽
し
み
で
し

た
。
そ
の
後
宿
題
が
終
わ
ら
ず

必
死
に
し
て
い
た
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。

Ｐ
・
Ｎ
　
さ
く
ら

　
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
で
の
キ
ャ
ン

プ
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
飯

盒
炊
飯
、
花
火
な
ど
、
夏
だ
か
ら

楽
し
か
っ
た
気
が
す
る
。
大
人
に

な
っ
て
も
、
す
っ
か
り
山
と
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
に
こ
っ
て
い
ま
す
。

北
村
成
さ
ん
（
　
区
）

２７

　
子
供
の
頃
、
学
校
の
プ
ー
ル

へ
行
き
、
帰
宅
後
ア
イ
ス
・
ス

イ
カ
を
食
べ
、
昼
寝
を
し
た
と

き
の
こ
こ
ち
よ
さ
を
良
く
覚
え

て
い
ま
す
。

匿
名
希
望

広報クイズ

①勤労者○○作品展募集 （伺３ページ）
　佳技術 加芸術 可美術

②安全は小さな○○の積み重ね （伺５ページ）
　佳注意 加思いやり 可譲り合い

③○○レストラン （伺６ページ）
　佳お弁当 加定食 可給食

④ゴックン○○教室 （伺９ページ）
　佳モグモグ 加ニコニコ 可キラキラ

⑤○重の虹 （伺１５ページ）
　佳一 加二 可三

☆「私が思う○○の秋！」を教えてください（お答

えの中から、広報おおいずみに掲載させていただ

きます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　９月３０日晶

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら

書き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望され

る人は「匿名希望」と明記してください）

□８月号の正解

　①－硯、②－硯、③－研、④－硯、⑤－絹
□応募総数　８０通で正解は７７通でした

□当選者（敬称略）

金子郁恵（１区）清水輝子（５区）江原直夫（８区）

森千代（１４区）大谷澄夫（１５区）堀本忠男（１６区）

佐藤富士美（１７区）金井文子（１８区）大川千秋（１９区）

井川明治（２０区）遠藤恭介（２１区）川島康弘（２２区）

上武邑子（２３区）吉野あさ美（２４区）古野純子（２４区）

小野寺眞（２７区）江原トキ（２７区）根本かおり（２８区）

関口真由美（２９区）安藤早紀（３０区）

※なお、当選者には郵送でお送りします。

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円分の大泉

スタンプ加盟店共通商品券をプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

町商品券が２０人に　　たる！

糸
夏
だ
か
ら

糸
新
幹
線

糸
恒
例
行
事

糸
幻
の
…
！

糸
父
と
２
人
で

「
夏

休

み

の

思

い

出
」
を
教
え
て
！

糸
プ
ー
ル
の
後
の
…
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大
好き

「大好き」では、３歳未満の
町内在住のお子さんを紹介
しています。掲載希望者は、
広報情報課（内線２１５）へ。

どんなちびっ子？

いつも明るく元気なおてん

ばな女の子です。

好きなものは？

絵本が好きで１人でもずっ

と絵本を見ていたり、読んで

もらうのも大好きです。

パパ・ママからひとこと

いつも元気なもも。ちょっ

と臆病な所もあるけど、ニ

コニコ笑顔でふきとばし、

明るく、健康にすくすく

育ってね！　ももの笑顔が大

好きです。

 田  口  桃  百 ちゃん
た ぐち も も

（３０区・２歳）

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

好きなこと

野球をすること。ジャイアンツファンで、球場へ

行って応援することも大好きです。

自分の性格

友だちからは好奇心旺盛だねと言われ、気になっ

た事には何事にもチャレンジしています。

 新  藤 　 隼 さん　（１３歳）
しん どう はやと

将
来
の
夢
は
？

同
じ
名
前
で
同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
坂
本
勇
人
選
手

の
よ
う
に
走
攻
守
そ
ろ
っ
た
ス

タ
ー
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。
今

は
野
球
部
に
所
属
し
、
怪
我
を
し

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
、

い
つ
で
も
全
力
で
プ
レ
ー
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
秋
に
行
わ
れ
る
新
人
戦
に
向

け
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
勝
て

る
チ
ー
ム
を
作
り
、
県
大
会
に
出

場
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

学
校
・
学
年
は
？

西
中
学
校
の
２
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

休
み
時
間
は
友
だ
ち
と
テ
レ
ビ
や

部
活
の
話
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
授

業
で
は
体
育
が
好
き
で
、
中
で
も

走
る
こ
と
が
得
意
な
の
で
、
今
年

の
体
育
祭
で
は
リ
レ
ー
の
選
手
に

も
選
ば
れ
ま
し
た
。
数
学
は
得
意

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
難
し
い
問

題
が
出
た
時
に
は
必
ず
解
い
て
や

ろ
う
と
燃
え
ま
す
ね
。

い
つ
で
も
全
力
プ
レ
ー

県
大
会
出
場
を
目
指
し
ま
す
！

【
二
重
の
虹
】

　
８
月
下
旬
、
台
風
９
号
が
関
東

に
上
陸
し
た
日
の
夕
方
、
大
雨
が

上
が
る
と
役
場
庁
舎
に
架
か
る
よ

う
に
大
き
な
二
重
の
虹
が
現
れ
ま

し
た
。
昔
か
ら
虹
を
見
る
と
何
か

良
い
こ
と
が
起
こ
り
そ
う
な
気
が

し
て
嬉
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。

写
真
を
見
て
少
し
で
も
多
く
の
人

が
良
い
気
分
に
な
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
嬉
し
い
で
す
。
そ
れ
に
し
て

も
、
虹
を
撮
影
す
る
の
は
難
し
い

で
す
…
。
撮
影
技
術
を
身
に
付
け

て
、
た
く
さ
ん
の
写
真
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
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感情たっぷりの朗読に
静かに聴き入りました

ベビーヴォイス朗読発表会

８月21日、町公民館で大泉朗読の会ベビー

ヴォイスによる朗読発表会が行われました。

今回の発表会は発足２０周年という節目の回

で、会員による芥川龍之介作「雛」の朗読や

落語「堀の内」が披露され、会場に訪れた約

５０人の参加者は感情のこもった朗読に聴き

入っていました。

水てっぽうあそび

水てっぽう片手に
ゲームを楽しみました
８月１９日、東児童館で水てっぽうあそびが行わ

れ、参加した４５人の子どもたちは２チームに分

かれて、水てっぽうを使ってのペットボトル倒

しや水にぬれて浮かんできた文字を並び替えて

何の言葉か当てるゲームなどをチーム戦で行い

ました。ゲームの後は水てっぽうバトルが行わ

れ、子どもたちはびしょぬれになりながら楽し

んでいました。

(17) 広報おおいずみ　Ｈ28.9.10　Vol.842

広報で掲載された写真はご本人と

ご家族にプレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

喫煙マナーはきちんと
守りましょう！

美化活動

大泉ロータリー・フカヤ杯サッカー大会

ドッジボール大会

「来るぞ！　逃げろ～！」
当たらないように気をつけて！
８月２４日、北児童館でドッジボール大会が行わ

れました。６４人の子どもたちが参加し、低学年・

高学年に分かれてそれぞれ熱戦を繰り広げまし

た。気持ちの良い汗を流した後にはアイスク

リームも配られ、美味しそうにほおばっていま

した。

８月２０日・２１日、町内中学校校庭などを会場に、

第20回大泉ロータリー・フカヤ杯サッカー大会が

行われ、邑楽郡内中学校７校のサッカー部と館林

市や太田市、伊勢崎市の中学校９校のサッカー部

が参加し、熱戦を繰り広げ、町立北中学校が見事

４位入賞を果たしました。

優勝を目指して
熱戦を繰り広げました

８月１９日、役場周辺で館林たばこ販売協同組合

の皆さんによる美化活動が行われました。美化

活動は館林・邑楽郡内で毎年実施されており、

今年は12人が参加しました。参加した皆さんは

吸い殻などのごみを拾いながら、喫煙マナーの

向上や未成年者喫煙防止を呼びかけました。

バラの栽培基礎講座

きれいなバラが
咲きますように

８月２６日、寄木戸南公民館・毘沙門ローズガー

デンで遊水池の緑化推進事業を行う「よりきど

ローズサミット」によるバラの栽培基礎講座が

開催されました。２７人の参加者は、バラの軽 剪 
せん

 定 の仕方や芽接ぎ方法を学び、１０月に咲くバラ
てい

を楽しみにしていました。
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B
est Shot

企業紹介企業紹介
大泉町

ものづくり

　　ひとづく
り

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

叙

№３６
「
お
客
様
に
品
質
を
褒
め
ら
れ

る
と
嬉
し
い
で
す
し
、
や
り
が

い
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
話
す
嶋
田
さ
ん
は
、
代

表
取
締
役
社
長
と
し
て
会
社
全

体
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
作
業
中
の
事
故
に

は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
お

り
、
常
日
頃
か
ら
工
場
や
事
務

所
内
の
整
理
整
頓
・
機
械
の
不

具
合
が
な
い
よ
う
に
こ
ま
め
に

▲代表取締役社長

 嶋 
しま

 田  英  昌 さん
だ ひで あき

点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
良
い
製
品
を
作
る
た
め
に
は
、

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前

に
行
う
こ
と
が
と
て
も
大
切
な

ん
で
す
」
と
続
け
る
嶋
田
さ
ん

は
、
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
図
る

こ
と
も
心
が
け
て
い
ま
す
。
最

後
に
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、「
よ
り
安
全
で
品
質
の

高
い
製
品
を
作
り
、
お
客
様
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
か
ら
も
柔
軟
な
受
注

対
応
で
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
形

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
８
月
　
日
、
い
ず
み
の
杜
・

２８

御
正
作
公
園
を
会
場
に
、
第
７

回
大
泉
町
防
災
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
地
震
対
応
訓
練

や
非
常
食
の
炊
き
出
し
、
防
災

用
品
の
展
示
お
よ
び
即
売
な
ど

が
行
わ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
多

く
の
参
加
者
は
防
災
に
対
す
る

関
心
を
高
め
て
い
ま
し
た
。
災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に
、
大
切
な
生
命
を

守
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
人
に
こ
の
よ
う
な
防
災

フ
ェ
ア
に
積
極
的
に
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。　（
沙
）

叙コイズミ

№３６

▲板金の曲げ加工を行う様子 ▲工場内では切断や溶接などの加工を行っています

住　　　所：大泉町仙石３－２９－２

会社の概要：１９５１年１１月、小泉町に有限会社小

泉工業所として設立した後、１９５２年に伊勢崎市

へ移転し、１９６６年に再び大泉町へ移転しました。

１９９２年に会社名を現在の株式会社コイズミに変

更し、現在の従業員数は１７人で、主にプレス板金

加工を行っており、業務用空調機器やナースコー

ルシステムの金属部品を製作しています。２０１２

年にはISO９００１、ISO１４００１、２０１４年には、パナソ

ニック自主品質保証

認定を群県内で初め

て取得し、よりいっそ

う品質面、環境面に

配慮した生産体制を

整えています。


